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高圧領域に 新 し い常誘電相 を 持つ こ と がわか っ た 。
3 ) 豊富 n 型 Si のhot e l ect ron 効果に よ る 異方
的電気伝導 : n 型 Si に 強電場 を 加 え た と き あ ら わ れ
る 電気伝導度の 異方性は ， 主 と し て Si の伝導帯の構
造 と 電子のval l ey 間遷移に 原因 し て い る 。 こ の現象
に 関 し て， 一つ の結晶 に 二つ の方向か ら 強電場 を 加
え る と き 生 じ る 電気伝導の 異方性 を し ら べ， 一方向
の電場に よ っ て 他の方向 の伝導度が制御 で き る こ と
を 明 ら か に し つつ あ る 。
2 . 学会報告
1 ) Hayashi ，  M. ， Tamura， 1 .  ， Fukano， Y. ， 
Kanemak i ，  S .  and Fuj i o， Y. : Mるssbauer effect 
study of l at t i ce vibrat i on of f ine part i c l es of 
i ron. Internat i onal Conference on the Appl i ­
cat i ons o f  the Mるssbauer Effect， 1978 . 8 ，  
Kyoto. 
2) 林光彦， 田 村一郎， 深野泰茂， 鐘巻修一， 藤
生康雄 Mössbauer 効果に よ る 鉄微粒子の格子振動
の研究. 日 本物理学会秋の分科会， 1978. 10， 静岡.
3 . 刊行論文 ・ 著書等
1 ) Hayashi ，  M ，and H i rano， S. : Apparatus for 
producing biaxial stress at l ow temperature. 
Japan. J. appl . Phys. 1 7: 679 -685， 1978 . 
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1 .  研究概要
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1 ) 含窒素ヘ テ ロ 環化合物の光化学反応
2-Methyl -6， 7， 8， 9-tet rahydro-4H-pyrido ( 1 ，  2-aJ 
pyr imidine-4one を メ タ ノ ー ル溶液中 で光照射す る
こ と に よ り 対応す る β ーl actame 体が好収率で得 ら
れた こ と か ら ， 20種類の 4-pyrimidone 誘導体 を 合
成 し ， β ーl actame の生成機構並びに 反応条件等 を 検
討す る 目 的 で研究 を 行 な い 置換基効果お よ び反応機
構 を 明確に し た 。
2 )  D iazasteroids の合成研究
種々 の生理活性 を 有す る ス テ ロ イ ド 骨核に 二個 の
窒素 原子 を 導 入 し ， ス テ ロ イ ド 作用 に 加 え て ア ル カ
ロ イ ド 作用 を も 有す る 新化合物の合成 を 目 的 と し て
研究 を 行な っ て い る 。
2 .  学会報告
1 ) 平井美朗， 広上俊一， 永 田正典， 山 崎高応，
伊達忠正 : 4-Pyrimidone 誘導体の光化学反応 よ り
生成す る β -lactam 体の構造決定， 日 本薬学会，
1978 . 4 ，  岡 山 .
2 )  山 崎高応， 高畑広紀， 岡 島 秀雄， 永 田 正典 :
Synthes i s  in D i azasteroid Groupe ( X  III ) 
A synthes i s  of 8， 10-D iazaestra- 1 7-one 
日 本薬学会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
3 )  山 崎高応， 高畑広紀， 浜 洋子， 高野善昭，
永 田 正典 Synthes i s in D i azasteroid G roupe 
( X N )  A synthes i s  of 8， 12-D iazasteroid sys-
tem. 日 本薬学会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
4 )  永 田 正典， 広上俊一， 平井美朗， 山 崎高応，
伊達忠正 : 4-Pyrimidone の光化学反応. 第 1 1 回
複素環化学討論会， 1978 . 10 ， 金沢.
3. 刊行論文 ・ 著書等
1 ) Yamazaki ，  T. ， Nagata， M. ， H i rokami ，  S . ， 
H i ra i ，  Y. and Date ，  T. Photochemi cal Ring 
Contract i on of 4-Pyri midone Format i on of β ­
Lactam. HETEROCYCLE S 9: 505， 1978， 
2 ) Yamazaki ，  T. ， Takahat a， H. ， I shikura， 孔4
and Nagata， M. React ion of Lact im  Ethers 
with Carboethoxymethyl P iper idines ， A Synthe­
s i s  of 1 ， 9-Diazasteroid. HETEROCYCLE S 6 :  
17 17， 1 978. 
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1. 研究概要
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1 ) 本 田 : 昨年に 引 き 続 き ， 同 じ プロ ジ ェ ク ト ( 医
薬大研究活動一覧， 第 l 輯に 記載) で， 放射性医薬
品特に R 1 標識化合物の開発に 関す る 研究 を 行 っ て
い る 。 今 日 最 も 有用性の 高 い 99mTc04 の 二・三の標識
化合物の合成 を 試み， そ の代謝 を ハ ム ス タ ー の
pancreat i c  ac inar tumor， i s l et tumor， duct ade­
nocarc inoma に つ い て研究中 であ り ， 又， リ ン パ節
への R 1 標識化合物の集積 と そ の作用 機序 に つ い て
も 引 き 続 き 検索 中 であ る 。
2 )  菅野 : 哨乳動物の ク ロ マチ ン と 癌 原性物質­
H甫乳動物の遺伝子活性の発現 を ク ロ マ チ ン 蛋 白 質 と
の 関連 で明 ら か に し ， ま た ， こ れ ら 蛋 白 質 と 各種癌
原性化合物 と の関連に つ い て 調査研究 を お こ な っ て
い る 。
3 )  菅野 : 植物培養細 胞の生理活性- DNA 合成
に 関与す る RNase H の挙動 を ， 植物培養細胞の増
殖 ・ 生長 と の関連で調査研究 を し て い る 。 ま た ， こ
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の酵素は微生物の そ れ と は か な り 異 な る 生化学的諸
性質 を 持 っ て い る 事 を 明 ら か に し た 。
一方， 植物培養細胞 の フ ェ ノ ー ル性化合物の生成
を 植物 ホ ルモ ン と そ の生合成関連酵素 と の関連で調
査研究 を お こ な っ て い る 。
2 .  学会報告
1 ) 本 田 昂 : 画像医学の ト ー タ ル シ ス テ ム化 ・ 放
射性医薬品最近 の進歩， 画像医学総合開発研究会，
1978 . 9 ，  東京.
2 ) 篠原治， 番場正博， 森泰二郎， 中 沢真平， 本
田 昂， 加藤篤行 : 血 中 Methotrexate 測定の試み­
Enzyme assay Radio immunoassay お よ び Bioassay
の 比較.第20回 日 本臨床血液学会総会，1978 .1 1 ， 東京.
3 ) 小川 由則， 菅野延彦 : ニ ン ジ ン 培養細胞に お
け る か メ チ ー ル基転位酵素 ( O M T ) と フ ェ ノ ー ル
酸生成， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
4 ) 西荒介， 清水加代子， 菅野延彦， 菊地徹 : キ
ン ト キ ニ ン ジ ン 細胞 に お け る カ ロ チ ノ イ ド 及 ぴス テ
ロ イ ド の生成に つ い て， 第 6 回組織培養 シ ン ポ ジ ウ
ム， 1978 . 5 ， 札幌.
5 ) 菅野延彦， 小川 由則 : 2 . 4ー ジ ク ロ ロ フ エ ノ キ
シ 酢酸 ( 2 . 4- D ) の結合に よ る 0- メ チ ル基転移酵素
の 活性変化 に つ い て， 日 本植物学会第43回大会，
1978 . 9 ，  千葉.
6) 菅野延彦 : ニ ン ジ ン 培養細胞 に お け る フ ェ ノ
ー ル酸 の生合成 と そ の調節， 文部省特定研究 シ ン ポ
ジ ウ ム 「生物の生産機能の 開発J ， 1978 . 10 ， 東京.
7 ) 小川 由則， 笹倉か の子， 菅野延彦 : 2 . ι ジ ク
ロ ロ フ エ ノ キ シ 酢酸 ( 2 . 4- D ) と 0ー メ チ ル基転移酵
素 の 活性， 第51 回 日 本生化学会大会， 1978 . 1 1 ， 京
都.
8 ) 斉藤順子， 和 田 健 司 ， 菅野延彦， 塚田欣司 :
培養植物細胞 に お け る RNase H の精製 と そ の性質，
第51 回 日 本生化学会大会， 1978 . 1 1 ， 京都.
9 ) 菅野延彦， 牛房康子 : ヌ ク レ ア ーゼ ・ ゲルj慮
過法で得 ら れた ラ ッ ト 肝 ク ロ マチ ン 画分 に つ い て，
第51 回 日 本生化学会大会， 1978 . 1 1 ， 京都.
3. 刊行論文 ・ 著書等
1 ) Honda， T. ( Editor ) : The Chemi st ry of 
Mor iya， Y. and N i shi ， A .  lncreases in enzyme 
l eve l s  dur ing the format i on of phenol i c  ac ids 
i n  carrot cel l cul tures. Phytochemi s try 1 7 : 
1 235-1237 ， 1978. 
4 ) Sawai ， Y. ， Sugano， N. and Tsukada， K. 
R ibonuc l ease H act ivity in  cul tured pl ant 
ce l l s .  B i ochim. B i ophys. Acta 5 1 8: 181- 185， 
1 978 
4 .  その他
1 ) 菅野延彦 : 培養細胞 に お け る フ ェ ノ ー ル酸類
生成 と 調節， 文部省特定研究報告集 「生物の生産機
能の 開発J ， 62-7 1， 1978. 
2 )  菅野延彦 : 肝がん細胞 ク ロ マ チ ン の構造 と 鋳
型 活性， 文部省がん特別研究 ・ 研究報告集 「核蛋 白
質 と がん J ' 66 -70， 1978. 
3 ) 菅野延彦 : ゲルj慮過に よ る ラ ッ ト 肝 ク ロ マ チ
ン の分画 と 鋳型活性， 文部省がん特別研究 I ・ 研究
報告集 「核蛋 白 質 ( ク ロ マチ ン ) と がん J ， 62 -7 1 ， 
1 978 . 
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1 .  研究概要
昨年同様， 大学生の書 く 作文に み ら れ る 誤答 の分
析 を 行 っ て い る 。 本年は 外人講師の ラ イ ア ン 先生の
協 力 でか な り 大量の 資料 を 得 る こ と が で き た が概括
的 な 分類 に と ど ま っ た 。
2 .  学会報告
1 ) 常木清 ・ コ レ ッ ト ラ イ ア ン : C l as s i f i ed 
E rrors i n  Student ' s Engl i sh Compos i t i on ， 中音�
地区英語教育学会支部例会， 1978 . 6 ，  福井.
5虫 語
教 授 上 原 欣
講 師 諏訪回 清
Radiopharmaceut i ca ls .  Marson publ i shing， U. S .  1 .  研究概要
A. lnk. ， New York ， 1 978 . 1 )  上原 : ド イ ツ 中世韻文短篇作品 の伝承 と 受容
2)  Honda， T. : The Pharmacol ogy and Pre- の歴史
clin ical Evaluat i on of Radiopharmaceut i ca l s .  2 ) 上原 : 上記作品の っ ち 未公刊の作品 の校訂版
Chapte r  8 ， 123- 154 ， The Chemis try of Radio- の作成
pharmaceut i cal s ， Marson publ i shing， U. S .  A. 3 )  諏訪 田 : 冠調に 関す る 若干の考察
lnk. ， New York， 1978. 2. 刊行論文 ・ 著書等
3) S ugano， N. ， Koide， K. ， Ogawa， Y. ， 1 ) Kamihara， K. : Des S tr i ckers Pfaffe 
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